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 10 月 5 日午前 9 時、散歩をする人たちが行き交う宮城県仙台市の錦町公園の入口に、大
きな看板が立てられた（写真 1）。看板には「宮城ヒーローサミット 2013」という文字、そ
の奥には公園の外からは一目で分からないようなテントが円状に並んでいた。その日は朝
から小雨が降り肌寒かったが、その会場内では、スタッフたちが 10 時からの開場に向けて
慌ただしく準備を行っていた。会場周辺には 10 人前後の警備員たちが配置されていた。 
 この錦町公園は、仙台駅前につながる大通りに面した大きな市民公園のため、朝の通勤
で行き交う人々の目にも止まる場所にある。イベント開始前、警備員に「何のイベントな
んですか？」と尋ねる人もいた。その質問に対し、警備員は「なんでしょうね？ヒーロー
のイベント…ですかね？」と答えていた（写真 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回、筆者はローカルヒーロー（別名・「ご当地ヒーロー」）を集めた国内最大の町おこ
しイベント「宮城ヒーローサミット 2013」1でフィールドワークを行った。主催者によると
このイベントは東日本大震災をきっかけに 2012 年から、「ヒーローを使って宮城県を元気
にしよう」という趣旨のもと年に一回行われている。宮城県は漫画家・石ノ森章太郎氏の
出身ということもあり、今回のようなヒーローを使ったイベントが数多く行われている土
地でもある。ヒーローを使うということで、石ノ森デザインのヒーロー2たちとともに、近
年全国各地で活躍するゆるキャラと同じく、地域を盛り上げるご当地キャラクターの一端
として、数多く出現しているローカルヒーローたちに主催団体が目を付けた。 
 国内最大のイベントの理由としては、全国にいるヒーロー200 体に、主催団体が毎年参加
依頼をしていることがあげられる。2013 年については、開催地宮城県での活動を中心とし
                                                  
1 民間の企業が主催のもと、錦町公園で 2 日間朝 10 時から夕方 17 時まで行われた。 
2 当日、会場では仮面ライダーのショーが行われていた。 
写真 1 錦町公園出入口 写真 2 ヒーローサミット会場の雰囲気 
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たヒーローたち 16 体が集まった。ヒーローたちは各自ブースを与えられ、そこで宣伝活動
やグッズ販売を行い、ステージで「ショー」も行う。 
 そもそも彼らローカルヒーローは、いわゆるテレビコンテンツの特撮ヒーローとは異な
り、1990 年以降、全国各地でそれを模倣するコスプレの一つ3として現れた。スーツアクタ
ーは地域の若者4が務めることが多く、地方の祭りなどでステージショーを行うなど、今で
は地元 PR のコンテンツとして、地域で活動している。彼らは全国に 500 体以上存在してい
ると言われており、そのほとんどはキャラクターとしての知名度を上げたいという想いが
ある。近年では、今回のようなヒーローをメインとした地域イベントを、ヒーローをサポ
ート（運営）する団体や企業、商工会が主体となって催すことによって、各地域の枠にと
どまらないアピールの場を生み出してきている。 
イベント会場では、どのブースにもヒーロー好きの親子が集まっていた。そして、そこ
には筆者自身が見たことのない光景があった。それは、会場にいる親子のほとんどの人が、
各ヒーローの名前や活動を知っているということだった。「あ、〇〇だ！」という子ども、
そして「ほら、〇〇がいるよ！」と子どもに話しかける親。「イベントでよく会うよね！」
とヒーローに話しかけ、ハイタッチを交わし、写真撮影を行う親子の姿もあった。 
実はローカルヒーローは、知名度を上げるため、ブログや SNS で宣伝活動を自主的に行
ったり、マスメディアに売り込みをしたり、地域イベントに出たりしている。だが、こう
した地道な活動にもかかわらず、全国的にも地域内でも知名度が低いのが実情である。そ
のような点で、このイベントは異質だった。なぜこのイベントでは知名度の低いはずの彼
らが地域住民に知られているのか。その理由について、あるヒーローのスーツアクター2 人
に聞いたところ、このような答えが返ってきた。 
 「宮城では、ダッチャーっていうローカルヒーローが主役のテレビ番組5が、金曜日のゴ
ールデンタイムに放送されています。その中で、宮城の各地域にいるヒーローとのコラボ
した内容のものも多く放送しているため、その点で私たちは親子に知られているんです」。 
「宮城で活動するヒーローの多くはあの番組で名をあげます。そして番組を通してヒー
ロー同士も知り合えるので、活動もしやすくなっています」。 
 つまり、ローカル番組が特集することで、彼らの知名度を上げようとする文脈が宮城と
いう土地にはあるらしい。ローカルヒーローをめぐるメディアミックスのみならず、それ
を実際に見守る人びとの存在によって横のつながりを強めていくヒーローたちの姿が、会
                                                  
3 起源は特撮ヒーロー好きのコスプレイヤーたちの活動をその端緒としている。もとは、既
存のヒーロースーツと同じものを作り着ることが始まりだったが、著作権などの関係か
らオリジナルのヒーロースーツが作られるようになっていく。2005 年に秋田県にかほ市
で誕生した「超神ネイガー」というヒーローの地域での活躍が、マスメディアでローカ
ルヒーローという言葉とともに取り上げられた。そのことによって、地方でヒーロース
ーツを着ていたコスプレイヤーたちもローカルヒーローとして呼ばれるようになり、地
方のヒーローとして地域を拠点に活動するようになっていった。 
4 筆者の聞き取り調査によると、商工会や企業、また社会人サークル主体で運営されること
が多い。スーツアクターは 20 代から 30 代の男性が務める。 
5 民間企業が運営する仙台市のローカルヒーロー「未知ノ国守ダッチャー」が主役のもと、
「未知ノ国守ダッチャー」という番組名で、2011 年 10 月より KHB 東日本放送（テレビ
朝日系列）にて毎週金曜 18 時 55 分から 5 分間放送している。 
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場にあった（写真 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
しかし、そんなヒーローたちのイベントにも関わらず、会場、イベント内容自体はどこか
内々な雰囲気が漂っていたことも事実である。その理由は 2 つある。まず場所の問題であ
る。このイベント会場は、ブースが円の形に配置されている。ブースの背面は白いビニー
ルシートで覆われ、外からはイベント会場内が見えづらいものになっていた。次に宣伝の
問題。本イベントが行われる前日に筆者は会場周辺のフィールドワークを行ったが、その
際、会場、そしてその最寄り駅や周辺のどこにもポスターなど「宮城ヒーローサミット 2013」
を宣伝するものが全く掲示されていなかった。筆者自身「明日本当にイベントは開催され
るのか？」と何度も不安に思った（写真 4）。 
 少なくとも宮城県内では知名度の高いヒーローたちが多くいるにも関わらず、会場、そ
してイベント内容自体が、そのような彼らの存在を「隠す」ように構築されていたのであ
る。これにはまだローカルヒーロー主体のイベントが、「マイナスなもの」として捉えられ、
世間に受け入れられがたい一面を持っているのではないかということが感じられた。 
ただ、そのような中で、あるスーツアクターは「円状になっているから、アピールしや
すい。円の中が私たちにとって、宣伝しやすい場所を生み出しているんです」と筆者に話
してくれた。それも会場に漂う内々さを高めているようにも感じるが、実はそこには彼ら
の横のつながりを強める効果があった。会場では、ヒーローが所持している武器や乗り物
を交換し、各地域の活動ではできないヒーロー同士のコラボレーションが生まれていた。
その光景は会場のお客に楽しまれ、ヒーロー自身も楽しんでいた。またスーツアクター同
士で、スーツの作り方やこだわり、活動での苦労について話し合う姿も垣間見ることがで
きた。ヒーローにとって、今回のようなイベントは対外的には参加者との交流、宣伝の場
であり、対内的には彼ら同士の交流の場であり、またスーツアクター自身がヒーローとい
うコンテンツを「遊ぶ」ことができる、ヒーローたちにとっても楽しめる場であった。 
 まとめとして今回のフィールドワークは、知名度や想いとは裏腹に、会場とイベント内
容に影響されたローカルヒーローが、よりローカルなものに小さく纏まっていくようにも
感じられた。しかし、このようなイベントは、彼らにとって横のつながりを再認識する場
として、また自由に表現できる絶好の場として機能していることが分かった。 
 
写真 3 ローカルヒーロー大集合 写真 4 会場 最寄り駅イベント掲示板 
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